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あ
め
つ
う
悪
に
く
も
の
な
み
た
ら
つ
き
の
ふ
れ
ぽ
し
小
は
や
し
に
こ
ぎ
か
く
る
み
ゆ

天
海
丹
雲
之
波
立
月
船
星
之
林
丹
楕
隠
所
見
（
７
．
六
三
）

右
の
一
首
は
万
葉
集
巻
七
の
巻
頭
歌
で
、
雑
歌
の
部
に
属
し
、
「
詠
天
」
の

小
題
の
も
と
に
か
か
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
左
註
に
「
右
一
首
柿
本
朝
臣
人

麿
之
歌
集
出
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
人
麿
歌
集
よ
り
採
録
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
左
註
に
人
麿
歌
集
所
出
の
旨
を
記
し
た
も
の

は
、
巻
七
に
お
い
て
五
十
六
首
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
雑
歌
に
属
す
る
も
の
は
こ

の
一
首
を
は
じ
め
と
し
て
四
十
一
首
（
旋
頭
歌
二
十
三
首
を
含
む
）
あ
り
、
他

は
警
歌
の
部
の
最
初
に
十
首
が
一
括
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

今
、
こ
の
巻
頭
歌
の
一
首
の
用
字
を
み
る
に
、
「
丹
」
な
ら
び
に
「
之
」

の
お
の
お
の
二
回
の
助
詞
の
使
用
が
み
ら
れ
る
。
人
麿
歌
集
の
書
式
の
特
色
の

一
つ
は
、
諸
家
に
よ
っ
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
助
詞
、
助
動
詞
、

活
用
語
尾
な
ど
が
極
度
に
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し

も
人
麿
歌
集
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
阿
蘇
瑞
枝
氏
の
調
査

（
註
１
）
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
巻
十
一
、
十
二
な
ど
の
正
述
心
緒
、

寄
物
陳
思
歌
な
ど
に
は
所
謂
略
体
の
書
式
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
、
巻
九
、
十

な
ど
の
雑
歌
に
は
略
体
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
巻
七
に
お
い
て
も
、
曹
嶮
歌

人
麿
歌
集
の
筆
録
者

ｌ
助
詞
「
丹
」
の
表
記
を
中
心
と
し
て
Ｉ

の
十
五
首
の
人
麿
歌
集
所
出
歌
は
す
べ
て
略
体
で
、
助
詞
助
動
詞
の
類
は
殆
ん

ど
表
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
方
、
雑
歌
の
部
は
そ
の
一
部
（
ご
茜
・
三
理
’
三

吾
・
な
ど
）
を
除
い
て
は
巻
七
一
般
の
書
式
と
何
等
区
別
の
つ
か
な
い
書
式
が

と
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
点
を
考
え
る
と
万
葉
集
の
原
資

料
と
な
っ
た
人
暦
歌
集
に
二
種
類
の
も
の
が
存
し
た
と
も
考
え
ら
れ
、
ま
た
、

人
麿
歌
集
が
万
葉
各
巻
の
編
者
に
よ
っ
て
、
あ
る
場
合
書
き
改
め
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
す
る
考
え
も
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
阿
蘇
氏
の
調
査
に
よ

っ
て
も
数
十
首
一
括
し
て
収
め
ら
れ
た
も
の
に
略
体
が
多
く
、
雑
歌
の
よ
う
に

二
、
三
首
あ
る
い
は
数
首
ず
つ
各
巻
に
織
り
込
ま
れ
た
も
の
は
比
較
的
略
体
の

形
を
と
っ
て
い
な
い
と
す
る
と
、
特
に
雑
歌
な
ど
は
各
巻
編
纂
時
の
書
き
改
め

の
可
能
性
も
濃
厚
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

私
は
万
葉
集
各
巻
の
編
者
の
人
麿
歌
集
に
対
す
る
態
度
は
必
ず
し
も
一
様
で

は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
一
括
し
て
数
十
首
を
収
め
た
巻
十
一
、
十
二
な
ど
の

場
合
は
と
も
か
く
と
し
て
、
巻
七
、
九
、
十
な
ど
の
雑
歌
中
に
織
り
込
ま
れ
た

も
の
の
中
に
は
、
各
巻
編
録
の
時
に
あ
る
程
度
の
書
き
改
め
が
行
な
わ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
し
か
し
そ
れ
は
決
し
て
、
一
種
類
の
Ｉ
略
体
書
式

の
１
人
暦
歌
集
が
万
葉
編
纂
の
原
資
料
と
し
て
あ
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、

お
そ
ら
く
は
二
通
り
（
略
体
と
非
略
体
）
の
書
式
を
有
し
て
い
た
人
麿
歌
集
が

森

淳

司
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存
し
、
そ
の
非
略
体
の
部
分
か
ら
採
録
し
た
万
葉
集
の
人
麿
歌
集
歌
は
巻
頭
歌

な
ど
は
比
較
的
原
資
料
の
お
も
か
げ
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
の
も
の
は

あ
る
程
度
の
書
き
改
め
に
よ
っ
て
今
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
も

のである。

以
上
の
こ
と
を
す
こ
し
ぱ
か
り
実
証
す
る
た
め
に
ま
ず
巻
七
巻
頭
歌
を
例
に

と
っ
て
そ
の
用
字
を
吟
味
し
て
み
る
と
、
こ
の
一
首
は
そ
の
書
式
に
お
い
て
は

巻
七
の
人
麿
歌
集
所
出
歌
と
何
等
の
異
な
り
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
た
だ
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
助
詞
の
「
に
」
の
表
記
に
二
回
も
「
丹
」

の
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
校
本
万
葉
集
に
よ
っ
て
諸

本
に
当
た
っ
て
み
て
も
異
同
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
巻
七
雑
歌
の
部
の
他
の
四

十
首
中
、
二
十
三
首
一
括
所
収
さ
れ
て
い
る
旋
頭
歌
を
除
い
た
十
七
首
の
人
麿

歌
集
所
出
歌
は
「
に
」
を
表
記
す
る
場
合
に
「
丹
」
を
用
い
た
例
は
一
例
も
見

られない。

巻
七
の
旋
頭
歌
を
除
い
た
雑
歌
の
部
の
人
麿
歌
集
所
収
歌
は
次
の
と
お
り
で

ある。詠
レ
天
（
一
笑
○
右
一
首
柿
本
朝
臣
人
麿
歌
集
出
（
巻
頭
歌
）

詠
レ
雲
（
一
宅
、
○
右
二
首
〃

詠
レ
山
（
一
完
一
丁
己
茜
）
右
三
首
〃

詠
レ
河
（
二
ｇ
、
一
）
右
二
首
〃

詠
レ
葉
（
二
六
、
ろ
各
二
首
〃

鶇
旅
作
（
一
六
ち
右
一
首
〃

″
（
三
唱
Ｉ
吾
）
右
四
首
〃

就
レ
所
発
し
思
（
三
夫
、
お
右
二
首
〃

こ
れ
ら
の
う
ち
、
溺
旅
作
の
三
理
Ｉ
吾
の
四
首
は
略
体
の
書
式
で
あ
る
が
、

他
の
一
首
乃
至
三
首
ず
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
題
に
分
け
て
と
ら
れ
て
い
る
十
数

首
の
助
詞
「
に
」
の
表
記
を
み
る
と
、

ろ
天
ｌ
丹
（
二
回
）
己
公
Ｉ
仁
己
公
Ｉ
爾

一
宝
一
丁
爾
二
六
ｌ
爾
（
二
回
）
三
夫
ｌ
爾

で
あ
っ
て
、
巻
頭
ご
交
番
以
外
は
「
爾
」
五
例
、
「
仁
」
一
例
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
こ
と
は
一
体
何
を
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
巻
七
に
お

け
る
僅
少
例
か
ら
は
、
単
な
る
偶
然
の
結
果
と
し
て
無
視
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で

あ
ろ
う
が
、
各
方
面
か
ら
こ
の
「
に
」
の
表
記
を
検
討
し
て
み
る
と
、
決
し
て

偶
然
の
表
記
の
気
粉
れ
と
ば
か
り
見
す
ご
す
こ
と
は
出
来
ず
、
万
葉
集
の
原
資

料
と
し
て
の
あ
る
種
の
ｌ
非
略
体
の
１
人
暦
歌
集
の
用
字
と
、
万
葉
集
に
採
録

さ
れ
た
人
麿
歌
集
の
用
字
と
の
関
係
を
示
す
糸
口
が
見
出
だ
さ
れ
る
か
と
思
わ

れる。た
と
え
ば
、
万
葉
集
総
索
引
に
よ
っ
て
、
助
詞
「
に
」
の
表
記
の
場
合
の
使

用
文
字
を
し
ら
べ
て
み
る
と
、
一
般
に
は
殆
ん
ど
す
べ
て
「
爾
」
（
あ
る
い
は

公
）
が
用
い
ら
れ
、
各
巻
を
通
じ
て
圧
倒
的
に
多
用
例
を
示
し
、
特
に
巻
一
、

二
、
五
、
十
四
、
十
五
、
十
七
、
十
八
、
十
九
、
二
十
な
ど
の
諸
巻
で
は
、

「
爾
」
の
ほ
か
に
は
「
二
」
「
仁
」
「
荷
」
「
於
」
「
人
」
「
何
」
な
ど
の
一

例
乃
至
数
例
以
外
は
す
べ
て
「
爾
」
を
使
用
し
て
い
る
実
状
で
、
集
全
体
か
ら

み
て
も
、
「
に
」
の
表
記
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
は
「
爾
」
で
占
め
ら
れ
て
い
る

現
状
で
、
そ
れ
は
巻
七
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
巻

七
巻
頭
の
人
麿
歌
集
所
出
歌
に
「
丹
」
が
二
回
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
き
わ

め
て
特
殊
な
例
で
あ
り
、
万
葉
集
の
全
巻
を
通
じ
て
も
、
短
歌
で
助
詞
「
に
」

の
表
記
に
「
丹
」
の
文
字
を
一
首
中
二
回
も
用
い
た
例
は
人
暦
歌
集
以
外
に
は

み
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
さ
き
に
除
外
し
て
考
え
を
進
め
た
巻
七
中
の
旋
頭
歌
二
十
三
首
で

「
に
」
の
用
字
を
み
て
み
る
と
、
「
邇
」
二
例
、
「
以
」
一
例
、
「
爾
」
一
例
、
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一一

巻
十
の
人
麿
歌
集
所
出
歌
は
六
十
八
首
で
あ
る
が
、
う
ち
、
相
聞
が
十
四
首

雑
歌
が
五
十
四
首
で
あ
る
。
書
式
は
相
聞
が
略
体
を
使
用
し
、
平
均
字
数
は
十

二
、
三
字
で
、
助
詞
等
の
表
記
は
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
一
方
雑
歌
は
す
べ

て
非
略
体
の
書
式
で
、
平
均
字
数
約
十
七
字
で
、
巻
十
の
人
麿
歌
集
以
外
の
歌

と
大
同
少
異
で
あ
る
。
こ
の
巻
十
雑
歌
の
人
麿
歌
集
所
出
歌
の
「
に
」
の
表
記

を
「
新
校
万
葉
集
」
に
よ
っ
て
一
覧
し
て
み
る
と
、

春
雑
歌

（
六
三
１
六
一
Ｃ
右
柿
本
朝
臣
人
麿
歌
集
出
「
丹
」
五
例
、
「
荷
」
一
例
、

「爾」一例

秋
雑
歌

七
夕
（
完
突
１
三
一
三
右
柿
本
朝
臣
人
麿
歌
集
出
「
丹
」
二
例
、
「
而
」
二

例
、
「
邇
」
一
例
、
「
爾
」
九
例

詠
レ
花
（
舌
茜
、
吾
右
二
首
柿
本
朝
臣
人
麿
之
歌
集
出
「
丹
」
一
例

詠
二
黄
葉
一
（
三
天
、
お
右
二
首
柿
本
朝
臣
人
麿
之
歌
集
出
「
爾
」
三
例

詠
レ
雨
（
三
一
酉
右
一
首
柿
本
朝
臣
人
麿
之
歌
集
出
「
に
」
な
し

冬
雑
歌

元
丹
」
一
例
、
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
、
一
括
さ
れ
て
所
収
せ
ら
れ
た
旋
頭
歌

で
は
「
に
」
の
用
字
が
ま
だ
統
一
さ
れ
て
い
な
い
傾
向
に
あ
る
上
に
「
丹
」
の

文
字
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
更
に
「
邇
」
の
文
字
が
二
例
も
見
ら
れ
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
「
邇
」
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る
が
、
こ
の
二
十

三
首
一
括
所
収
さ
れ
た
旋
頭
歌
の
中
に
、
「
丹
」
の
一
例
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
心
を
と
ど
め
、
一
応
巻
七
の
問
題
か
ら
眼
を
転
じ
て
巻
十
の
雑
歌
の
部
の
同

じ
く
助
詞
「
に
」
の
用
字
を
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。

（
三
三
１
一
三
吾
右
柿
本
朝
臣
人
麿
之
歌
集
出
也
「
爾
」
二
例
コ
ー
」
一
例

春
雑
歌
の
六
三
番
よ
り
六
六
番
ま
で
の
も
の
に
は
「
丹
」
が
助
詞
と
し
て
五

例
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
爾
」
は
わ
ず
か
一
例
が
存
す

る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
秋
雑
歌
「
七
夕
」
を
み
て
み
る
と
「
爾
」
が
九
例

も
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
丹
」
は
わ
ず
か
二
例
と
減
じ
て
い

る。な
お
「
丹
」
は
「
詠
レ
花
」
に
一
例
存
す
る
が
、
「
詠
二
黄
葉
こ
以
下
冬
雑
歌

に
お
い
て
は
「
爾
」
が
そ
れ
に
変
わ
っ
て
い
る
。
春
雑
歌
の
人
麿
歌
集
歌
は
巻

十
の
巻
頭
歌
と
し
て
特
に
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
秋
雑
歌
の

「
七
夕
」
の
人
麿
歌
集
歌
の
「
に
」
の
用
字
を
更
に
吟
味
す
る
と
、

禿
突
ｌ
而
完
老
ｌ
丹
舌
９
１
丹
一
三
五
ｌ
而
舌
実
Ｉ
爾

舌
莞
、
舌
三
、
舌
西
、
舌
三
、
舌
完
、
三
西
、
三
毛
三
六
１
以
上
各
一

例
ず
つ
「
爾
」
三
三
ｌ
邇

と
い
う
こ
と
に
な
り
「
七
夕
」
の
一
連
の
詠
の
中
で
も
、
「
丹
」
が
使
用
せ

ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
最
初
の
部
分
に
偏
し
て
、
中
程
以
下
は
最
後
の
「
邇
」

を
除
い
て
す
べ
て
「
爾
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
と
、
前
項
巻
七
巻
頭
歌
な
ら
び
に
旋
頭
歌
の
「
丹
」
の
用
字
と
何

か
関
連
す
る
問
題
が
あ
り
は
し
な
い
か
。
巻
十
に
お
い
て
、
そ
の
巻
頭
の
人
麿

歌
集
所
出
歌
に
「
丹
」
が
圧
倒
的
に
用
い
ら
れ
、
以
下
の
も
の
に
は
「
爾
」
が

殆
ん
ど
を
占
め
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
巻
十
の
一
巻
だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
と
も
か

く
、
巻
七
の
傾
向
と
併
せ
考
え
る
時
、
こ
の
用
字
の
事
実
が
示
す
意
味
を
考
え

な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

万
葉
集
中
非
略
体
の
書
式
で
収
め
ら
れ
て
い
る
人
麿
歌
集
歌
は
巻
七
、
巻
十

を
除
く
と
、
巻
二
に
一
首
、
巻
三
に
一
首
、
巻
九
に
四
十
九
首
、
巻
十
一
に
五
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首
で
あ
り
霊
２
）
、
巻
二
、
三
、
十
一
の
少
数
例
の
う
ち
に
は
「
丹
」
が
あ
ら

わ
れ
て
い
な
い
が
、
巻
九
に
お
い
て
は
、
雑
歌
の
一
室
一
、
挽
歌
の
毛
老
、
毛
天

の
三
首
の
助
詞
「
に
」
に
「
丹
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
人
麿
歌
集
の
巻
九
の

雑
歌
は
そ
の
範
囲
に
い
ま
だ
未
解
決
の
問
題
が
あ
る
が
、
一
歪
一
番
の
歌
は
そ
の

題
詞
に
よ
る
と
「
紀
伊
国
作
歌
二
首
」
と
あ
る
最
初
の
も
の
で
挽
歌
の
二
首

は
、
こ
の
巻
の
挽
歌
の
部
立
の
最
初
に
お
か
れ
た
「
右
五
首
柿
本
朝
臣
人
麿
之

歌
集
出
」
（
毛
登
Ｉ
毛
究
）
中
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
し
か
も
、
毛
蓋
番
を
除

く
四
首
に
は
一
室
一
番
の
歌
と
同
じ
く
「
紀
伊
国
作
歌
四
首
」
の
題
詞
が
付
け
ら

、

れ
て
い
て
、
そ
の
歌
の
内
容
も
「
わ
が
恋
ふ
る
妹
は
相
は
さ
ず
玉
の
浦
丹
」

、

（
一
歪
一
）
と
「
塩
気
立
つ
荒
礒
丹
は
あ
れ
ど
：
．
過
ぎ
に
し
妹
が
形
見
と
ぞ
来

い
に
し
へ
、

し
」
（
一
莞
ぢ
古
家
丹
妹
と
わ
が
見
し
…
」
（
一
托
○
と
い
う
同
一
環
境
の
同

時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
挽
歌
の
方
が
「
右
五
首
云
々
」
と
左
註
で
人
麿
歌

集
所
出
の
旨
を
記
し
て
い
る
以
上
、
雑
歌
の
こ
の
該
当
歌
も
そ
れ
に
入
れ
て
差

し
つ
か
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
巻
九
挽
歌
の
最
初
の
歌
集

歌
な
ら
び
に
雑
歌
中
の
一
首
の
「
に
」
の
助
詞
に
「
爾
」
で
な
く
て
「
丹
」
が

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
巻
七
、
巻
十
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
巻
九
に
お
い

て
も
裏
付
け
る
こ
と
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
雑
歌
の
巻
頭
に
は
人

麿
歌
集
歌
を
載
せ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
に
挽
歌
の
部
に
そ
の
形
が
あ
ら

わ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

以
上
巻
七
、
巻
十
の
雑
歌
の
巻
頭
歌
の
人
麿
歌
集
歌
な
ら
び
に
巻
九
の
挽
歌

の
部
の
冒
頭
の
人
麿
歌
集
歌
に
、
特
に
「
丹
」
の
文
字
が
瀕
用
あ
る
い
は
愛
用

さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
以
外
の
人
暦
歌
集
歌
に
は
こ
の
「
丹
」
が
「
爾
」
に
変
え

ら
れ
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
意
味
が
考
え
ら
れ
る
か
と

い
う
に
、
ま
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
人
麿
歌
集
か
ら
万
葉
集
に
採
択

さ
れ
る
場
合
の
問
題
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
巻
七
、
十
の
両
巻
の
採
録
者
は
、

人
麿
歌
集
歌
を
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
巻
頭
歌
と
し
て
収
載
す
る
以
上
、
人
麿
歌
集

を
他
の
ど
の
歌
集
や
他
の
資
料
よ
り
も
重
視
し
あ
る
い
は
尊
重
し
て
い
た
か
と

思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
人
麿
作
と
認
め
て
の
上
の
重
視
や
尊
重
で
は
な
い
こ
と

も
巻
十
な
ど
作
者
未
詳
巻
に
収
め
る
と
こ
ろ
か
ら
知
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
あ

る
い
は
人
暦
作
を
含
む
歌
集
と
し
て
、
．
い
ず
れ
に
し
て
も
他
の
資
料
よ
り
は
高

く
評
価
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
評
価
は
必
然
的

に
万
葉
集
へ
の
転
記
の
際
に
そ
の
用
字
に
反
映
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
人
麿
歌

集
の
雑
歌
に
対
す
る
相
間
歌
が
一
般
の
書
式
と
異
な
っ
て
簡
略
体
で
書
記
せ
ら

れ
、
特
に
一
括
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
最
初
に
収
め
ら
れ
て
い
る
如
き
も
、

ま
さ
に
、
原
資
料
と
し
て
の
歌
集
の
用
字
を
そ
の
ま
ま
持
ち
来
た
し
た
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
非
略
体
に
お
い
て
も
、
特
に
巻
頭
な
ど
に
収
め
た

も
の
は
、
人
麿
歌
集
の
用
字
を
な
る
べ
く
忠
実
に
転
記
し
よ
う
と
し
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
が
甚
だ
し
く
誤
ま
っ
た
推
測
で
な
い
と
す
れ
ば
、
巻

七
、
十
の
巻
頭
の
部
分
や
、
七
夕
歌
の
最
初
の
部
分
あ
る
い
は
巻
九
挽
歌
の
最

初
の
部
分
に
、
特
に
原
資
料
と
し
て
の
人
麿
歌
集
の
用
字
が
投
影
さ
れ
て
い
る

は
ず
で
あ
る
し
、
と
す
れ
ば
本
項
で
問
題
と
し
て
い
る
「
丹
」
字
は
人
麿
歌
集

か
ら
持
ち
越
し
て
来
た
用
字
と
み
ら
れ
、
原
人
暦
歌
集
の
筆
録
者
の
一
種
の
用

字
癖
が
、
現
に
み
る
万
葉
集
の
中
に
残
存
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ

る
。
更
に
、
こ
れ
ら
の
「
丹
」
に
あ
ら
わ
れ
た
人
暦
歌
集
の
用
字
の
一
つ
の
傾

向
が
、
各
巻
の
な
か
ば
に
し
て
見
ら
れ
な
い
か
、
甚
し
く
減
じ
て
行
く
こ
と

は
、
万
葉
各
巻
の
収
録
者
が
不
用
意
に
、
あ
る
い
は
意
識
的
に
か
一
般
の
書
記

法
に
書
き
改
め
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

一一一

次
に
助
詞
「
に
」
の
用
字
と
し
て
「
丹
」
を
表
記
す
る
こ
と
が
万
葉
集
編
纂
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の
資
料
と
し
で
の
人
麿
歌
集
の
非
略
体
の
部
分
の
特
色
あ
る
用
字
傾
向
で
あ
る

こ
と
を
更
に
確
か
め
て
み
よ
う
。

ま
ず
万
葉
集
全
巻
を
み
わ
た
し
て
み
て
、
巻
一
、
二
、
五
、
十
四
、
十
五
・

十
七
、
十
八
、
十
九
、
二
十
の
約
半
数
の
巻
は
助
詞
「
に
」
に
「
丹
」
を
全
く

使
用
し
な
い
巻
で
あ
り
、
前
述
の
如
く
そ
の
殆
ん
ど
を
「
爾
」
を
も
っ
て
表
記

し
て
い
る
。
こ
の
「
爾
」
は
ど
の
巻
に
も
圧
倒
的
に
多
く
使
用
さ
れ
、
固
定
し

た
感
が
あ
る
が
、
「
丹
」
は
そ
れ
に
対
し
て
き
わ
め
て
少
数
で
あ
り
、
し
か
も

著
し
く
偏
し
た
使
用
例
で
あ
る
。
万
葉
集
総
索
引
を
も
と
に
し
て
一
覧
し
て
み

ラ（》’ン」、巻

十

三

三

十

例

巻

十

二

十

例

巻

六

九

例

巻

十

六

九

例

巻

七

八

例

巻

九

五

例

で
、
そ
れ
以
外
の
巻
三
、
四
、
八
、
十
一
、
十
二
の
諸
巻
は
一
例
乃
至
五
例
未

満
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
校
本
万
葉
集
に
よ
っ
て
諸
本
に
あ
た
っ
て
み
た
限
り
で

は
さ
し
て
数
字
に
異
同
は
な
い
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
「
丹
」
の
使
用
の
例
は
、

そ
の
最
も
多
く
用
い
ら
れ
た
巻
十
三
を
除
く
と
、
あ
る
特
定
の
歌
乃
至
歌
群
に

頻
出
す
る
傾
向
に
あ
る
。

た
と
え
ば
巻
十
六
の
九
例
は
す
べ
て
九
例
共
「
竹
取
翁
歌
」
（
一
毛
空
ｌ
宍
三
）

に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
竹
取
翁
歌
の
歌
群
を
除
け
ば
、
巻
十
六
に

は
「
丹
」
の
使
用
例
は
無
い
こ
と
と
な
る
。
ま
た
巻
六
な
ど
も
「
勅
諸
王
諸
子

等
散
禁
於
授
刀
寮
時
作
歌
一
首
」
（
茜
Ｏ
の
長
歌
に
重
出
す
る
と
い
う
実
状

で
、
そ
の
他
、
巻
七
、
巻
九
な
ど
は
人
暦
歌
集
所
出
歌
が
多
く
、
他
は
僅
少
例

な
お
巻
十
人
暦
歌
集
に
は
、
か
つ
て
石
井
庄
司
氏
（
註
３
）
が
人
麿
歌
集
の
特

殊
用
字
と
し
て
摘
出
し
た
「
罪
薇
」
の
文
字
が
五
例
も
認
め
ら
れ
る
が
（
人
麿

歌
集
に
は
他
に
一
例
、
巻
九
、
毛
実
）
「
罪
薇
」
は
大
久
保
氏
の
指
摘
詮
と

が
点
在
す
る
こ
と
と
な
る
。

た
だ
巻
十
の
二
十
例
は
、
人
麿
歌
集
中
の
も
の
が
九
例
で
、
他
に
も
十
一
例

の
多
く
を
数
え
る
。
し
か
し
そ
の
例
は
、
人
麿
歌
集
の
巻
十
春
雑
歌
に
お
け
る

よ
う
に
七
首
中
四
首
（
六
三
、
六
三
、
六
三
三
ｃ
に
殆
ん
ど
連
続
し
て
あ

ら
わ
れ
る
よ
う
な
あ
ら
わ
れ
方
と
は
異
な
り
、
六
三
、
一
公
一
壱
の
「
詠
レ
鳥
」
の

二
首
に
、
穴
尭
、
穴
棗
の
「
詠
レ
花
」
の
二
首
に
、
あ
る
い
は
三
杢
の
「
詠
レ
蝦
」

一
首
に
、
二
六
の
「
詠
レ
露
」
一
首
に
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
点
在
す
る
状
態

で
あ
る
。
ま
た
巻
十
の
全
歌
数
五
百
三
十
九
首
中
人
麿
歌
集
は
六
十
八
首
で
あ

り
、
う
ち
十
四
首
の
簡
略
体
は
助
詞
を
含
ま
な
い
た
め
除
く
と
す
れ
ば
、
人
麿

歌
集
は
五
十
四
首
に
対
し
て
九
例
で
あ
り
、
他
は
四
百
七
十
余
首
に
対
し
て
の

十
一
例
で
あ
っ
て
、
巻
十
の
人
麿
歌
集
の
非
簡
略
体
の
歌
に
あ
ら
わ
れ
る
「
丹
」

の
率
は
、
人
暦
歌
集
以
外
の
巻
十
の
歌
に
あ
ら
わ
れ
る
「
丹
」
の
率
の
お
お
よ

そ
七
倍
の
高
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
巻
十
に
お
い
て
も
「
丹
」
が
人

暦
歌
集
に
お
い
て
い
か
に
特
色
の
あ
る
特
異
な
用
字
傾
向
で
あ
る
か
が
う
な
ず

け
る
こ
と
と
思
う
。
巻
十
三
を
除
く
他
の
す
べ
て
の
巻
に
お
い
て
も
、
こ
の
率

は
も
っ
と
一
層
高
率
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た

よ
う
に
、
巻
頭
歌
や
部
立
の
最
初
に
所
収
さ
れ
た
人
麿
歌
集
歌
だ
け
の
も
の
で

な
く
、
お
そ
ら
く
は
か
な
り
の
書
き
改
め
も
予
想
さ
れ
る
も
の
を
含
ん
で
の
こ

と
で
あ
る
為
、
も
と
の
人
暦
歌
集
は
そ
れ
よ
り
も
一
層
高
い
率
で
「
丹
」
が
頻

出
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

四
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に
よ
れ
ば
、
「
人
麿
歌
集
外
、
万
葉
集
全
巻
を
通
じ
て
唯
一
ケ
所
、
巻
三
の

人
麿
作
歌
」
含
一
元
番
）
に
存
し
、
「
巻
三
や
巻
四
の
人
麿
作
歌
中
に
は
歌
集
か

ら
出
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
も
い
わ
れ
て
お
ら
れ
る

が
、
こ
の
「
罪
微
」
の
用
例
は
前
項
の
巻
十
巻
頭
の
七
首
に
五
例
が
あ
ら
わ
れ

て
い
る
点
か
ら
、
「
丹
」
と
共
に
や
は
り
原
人
暦
歌
集
の
用
字
の
残
存
し
て
い

る
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
巻
三
の
人
麿
作
歌
の
空
完
番
の
場
合
は
校

本
万
葉
集
に
よ
っ
て
み
て
も
諸
本
に
よ
っ
て
異
同
が
あ
り
、
た
と
え
代
匠
記
精

撰
本
の
如
く
「
薇
」
を
「
薇
」
の
誤
り
と
と
る
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
一
見

特
異
な
用
字
は
、
案
外
相
互
に
利
用
さ
れ
る
可
能
性
も
多
分
に
存
し
、
人
麿
作

歌
中
に
歌
集
歌
か
ら
採
用
さ
れ
た
歌
の
存
す
る
こ
と
は
し
ば
ら
く
お
く
と
し
て

も
、
歌
集
歌
の
用
字
の
特
殊
な
も
の
が
、
と
く
に
注
目
を
ひ
い
て
作
歌
の
筆
録

に
用
い
ら
れ
な
い
と
も
限
ら
ず
、
ま
た
そ
の
反
対
の
場
合
、
す
な
わ
ち
作
歌
の

特
殊
用
字
が
歌
集
歌
に
使
用
さ
れ
る
可
能
性
も
勿
論
な
い
と
は
い
え
な
い
。
故

に
人
麿
歌
集
と
人
麿
作
歌
に
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
二
三
の
用
語
の
用
字
、
あ

る
い
は
更
に
枕
詞
な
ど
の
相
似
な
ど
も
、
そ
れ
の
み
に
よ
っ
て
両
者
の
筆
録
や

内
容
の
類
似
に
結
び
つ
け
る
の
は
、
や
は
り
相
当
な
危
険
を
伴
な
う
も
の
と

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
反
し
て
、
単
な
る
助
詞
な
ど
の
用

字
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
相
互
の
表
記
に
お
け
る
模
倣
や
交
渉
は
、
ず
っ

と
少
な
い
も
の
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
か
ら
、
も
し
、
人
麿
作
歌
と
人
麿

歌
集
歌
と
に
共
通
す
る
助
詞
な
ど
の
一
種
の
書
き
癖
と
で
も
い
う
も
の
が
見
出

さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
作
歌
と
歌
集
の
筆
録
や
そ
の
内
容
を
考
え
る
重
要
な
一
つ

の
根
拠
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
勿
論
そ
の
逆
の
場
合
、
例
え
ば
書
き
癖
が

そ
れ
ぞ
れ
相
異
し
て
い
る
場
合
も
、
そ
の
両
者
の
筆
録
者
や
成
立
の
事
情
の
相

異
を
立
証
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
助
詞
「
に
」
の
表
記
に

関
す
る
限
り
は
、
こ
の
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
筆
録
者
を
予
想
さ
せ
る
よ

うである。

試
み
に
以
上
の
よ
う
な
考
え
か
ら
「
に
」
の
表
記
を
人
麿
作
歌
に
求
め
て
み

る
と
、
「
爾
」
一
二
一
例
、
「
一
亡
八
例
、
「
於
」
「
荷
」
な
ど
各
一
、
二
例

で
、
作
歌
の
用
字
は
万
葉
集
一
般
と
傾
向
を
殆
ん
ど
同
じ
う
し
て
い
て
、
特
に

歌
集
で
よ
く
用
い
ら
れ
た
「
丹
」
の
用
例
は
一
例
も
見
出
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は

歌
集
と
作
歌
が
同
一
人
の
筆
録
な
ど
と
す
る
こ
と
を
、
か
な
り
は
っ
き
り
と
拒

むものである。

な
お
作
歌
に
比
較
的
多
く
コ
ー
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
歌
集
に

「
邇
」
が
八
例
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
調
査
の
結
果
あ
ら
わ
れ
る
が
、
こ

の
両
用
字
も
、
両
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
録
者
の
書
き
癖
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と

、

、

、

い
え
る
。
作
歌
の
助
詞
の
用
字
は
殆
ん
ど
万
葉
集
一
般
の
表
記
と
同
じ
で
あ
る

と
前
述
し
た
が
、
．
こ
の
表
記
は
作
歌
筆
録
者
の
書
き
癖
と
し
て
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
し
か
も
そ
れ
は
「
一
こ
の
用
例
の
八
例
に
即
し
て
い
う

の
で
は
な
く
、
人
麿
作
歌
に
は
数
字
を
も
っ
て
音
を
表
記
す
る
例
が
か
な
り
特

徴
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
試
み
に
人
麿
作
歌
の
特
に
多
い
、
巻

一
、
二
、
に
つ
い
て
こ
の
こ
と
を
検
し
て
み
る
と
、
巻
中
一
般
に
か
な
り
多
く

用
い
ら
れ
る
語
で
、
全
巻
中
数
字
を
含
ん
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
唯
一
回
限

り
の
も
の
を
巻
一
、
二
に
求
め
て
み
る
と
、

よ

く
四
来
（
一
壱
「
天
皇
幸
一
手
吉
野
宮
一
時
御
製
歌
」

み一
二
（
二
七
）
〃
”

よ

ど

む

与
杼
六
（
三
）
「
人
暦
作
歌
」

さ
は
に

沢
二
（
美
）
〃

す

そ
須
十
ｅ
ｅ
〃

し
ほ四

宝
ａ
ｓ
〃

み
つ三

都
ａ
ｅ
〃
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し
の四

能
（
豊
）
〃
以
上
巻
一

み
わ三輪

（
御
酒
の
意
）
（
一
三
）
「
人
麿
作
歌
」

み
や
室

三

山

（

三

ｓ

〃

以上巻二

等
と
、
人
麿
作
歌
の
特
有
の
表
記
が
多
く
、
「
三
輪
」
は
問
題
が
あ
る
故
し

ば
ら
く
お
く
と
し
て
も
、
二
七
番
歌
の
特
殊
な
用
字
の
歌
を
除
け
ば
す
べ
て
人

暦
作
歌
に
限
ら
れ
て
い
る
現
象
で
あ
り
、
人
麿
作
歌
の
用
字
法
の
一
特
色
と
み

ら
れ
る
が
、
一
方
人
暦
歌
集
に
は
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で

ある。ま
た
人
麿
歌
集
の
助
詞
の
「
邇
」
は
八
例
を
存
す
る
が
、
こ
の
用
字
は
総
索

引
に
よ
れ
ば
万
葉
集
中
わ
ず
か
十
六
例
で
、

２
．
-
壹
「
柿
本
朝
人
麿
妻
死
之
後
泣
血
哀
働
作
歌
二
首
井
短
歌
」
の

或
本
の
短
歌
中

５
・
合
四
「
梅
花
歌
三
十
二
首
」
中

５
．
八
宍
「
哀
世
間
難
住
歌
」
憶
良
作

５．八墨「歌詞両首献檸幽の「答歌二首」中

５
．
全
八
「
遊
於
松
浦
河
序
」
「
娘
等
更
報
歌
三
首
」
中

７
．
三
三
人
麿
歌
集
所
出
中

７
．
三
宝
人
麿
歌
集
所
出
中

皿
・
舌
壺
人
暦
歌
集
所
出
中

皿
・
二
三
人
麿
歌
集
所
出
中

ｎ
．
一
臺
一
人
麿
歌
集
所
出
中

ｎ
．
三
三
一
人
麿
歌
集
所
出
中

ｎ
．
三
一
薑
人
麿
歌
集
所
出
中

ｕ
・
臺
癸
人
麿
歌
集
所
出
中

略
．
一
一
莞
一
「
竹
取
翁
歌
」
中

こ
の
よ
う
な
原
資
料
の
筆
録
に
か
か
わ
る
問
題
は
単
に
助
詞
「
に
」
の
表
記

の
み
を
根
拠
と
し
て
論
ず
ぺ
き
で
は
な
い
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
こ
の
一
語

に
お
い
て
さ
え
、
以
上
の
よ
う
な
推
測
が
可
能
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

私
は
こ
の
論
を
助
詞
の
表
記
と
い
う
単
な
る
一
面
よ
り
考
察
し
て
き
た
の
で
、

問
題
を
他
の
分
野
に
展
開
さ
せ
る
こ
と
を
警
戒
し
、
人
麿
歌
集
と
巻
十
三
と
の

問
題
、
竹
取
翁
歌
と
の
関
係
、
ま
た
旅
人
憶
良
の
用
語
用
字
圏
と
の
関
聯
、
更

略
・
毫
天
「
竹
取
翁
歌
」
中

岨
・
空
毫
「
森
雨
晴
日
作
歌
一
首
」
中

の
ご
と
く
で
あ
り
、
巻
五
の
三
例
と
巻
十
六
「
竹
取
翁
歌
」
を
除
く
と
、
巻

二
の
も
の
は
人
麿
作
歌
の
「
或
本
の
歌
」
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
「
或
本
」
は

「
邇
」
の
用
字
か
ら
「
人
麿
歌
集
」
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
巻
十
九

の
も
の
は
諸
本
に
異
同
が
あ
り
除
く
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
前
の

「
丹
」
で
も
問
題
を
残
し
た
「
竹
取
翁
歌
」
と
巻
五
の
憶
良
、
旅
人
の
か
か
わ

る
四
例
以
外
は
す
べ
て
人
暦
歌
集
の
特
殊
用
字
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
人
麿
歌
集
の
一
種
の
特
色
あ
る
用
字
の
傾
向
と
し
て
「
丹
」

な
ら
び
に
「
邇
」
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
一
方
人
暦
作
歌
の
一
つ
の
用
字
の
特
色

と
し
て
「
二
」
な
ら
び
に
そ
れ
に
類
す
る
数
字
を
も
っ
て
す
る
表
記
法
を
み
て

き
た
が
、
こ
れ
ら
両
者
の
相
異
だ
け
か
ら
も
、
そ
の
原
資
料
筆
録
者
を
同
一
人

で
な
い
と
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
と
思
う
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
最
初
に

述
べ
た
よ
う
に
、
歌
集
の
特
に
非
略
体
の
場
合
の
、
万
葉
集
の
編
者
に
よ
る
書

き
改
め
が
予
想
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
万
葉
集
に
採
録
さ
れ
る
以
前
の
人
麿
歌
集

の
用
字
と
人
麿
作
歌
の
資
料
と
用
字
は
も
っ
と
明
瞭
に
区
別
さ
れ
や
す
か
っ
た

で
あ
ろ
う
と
も
考
え
ら
れ
る
。

五
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に
は
「
丹
」
の
表
記
の
時
代
層
（
「
丹
」
の
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
歌
で
年

代
の
確
認
さ
れ
る
も
の
は
み
な
天
平
初
期
の
詠
で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
考
察
さ

れ
る
人
麿
歌
集
の
成
立
の
時
期
）
な
ど
に
つ
い
て
は
更
に
改
め
て
問
題
に
す
る

こ
と
と
し
、
再
び
他
の
助
詞
な
ど
の
両
者
の
調
査
の
一
部
を
報
告
す
れ
ば
、
他

に
も
あ
る
程
度
、
筆
録
者
の
個
人
的
な
書
き
癖
に
よ
る
相
違
と
思
わ
れ
る
も
の

が見出される。

た
と
え
ば
「
の
」
の
用
字
を
検
し
て
み
る
と
、
人
麿
作
歌
に
お
い
て
は
「
之
」

と
「
乃
」
が
殆
ん
ど
同
率
で
頻
用
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て
は
「
能
」
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
人
麿
歌
集
で
は
「
之
」
が
「
乃
」
を
圧
し
て
い
て
、

し
か
も
「
能
」
は
わ
ず
か
に
二
例
で
そ
の
一
例
（
９
．
一
三
一
）
は
、
従
来
人
麿

歌
集
か
ど
う
か
に
問
題
の
存
す
る
も
の
の
中
の
一
首
で
あ
り
、
他
は
「
妹
勢
能

山
」
（
三
里
）
の
山
名
の
表
記
で
、
集
中
の
こ
の
山
名
は
他
の
例
も
こ
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ら
は
特
例
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
こ
そ
」
の
用
字
の
場
合
、
作
歌
で
は
一
宇
で
そ
れ
を
表
記
す
る
折
の

文
字
は
「
社
」
に
一
定
し
て
い
た
か
に
思
わ
れ
る
こ
と
が
そ
の
僅
少
例
か
ら
も

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
反
し
、
歌
集
で
は
「
与
」
と
「
社
」
と
を
併
用
し
、

一
宇
一
音
書
き
の
場
合
も
作
歌
は
「
己
曾
」
と
書
き
、
歌
集
は
「
与
具
」
と
書

か
れ
て
い
て
用
字
を
異
に
し
て
い
る
。

更
に
全
体
的
な
相
異
を
両
者
に
つ
い
て
瞥
見
し
て
み
る
と
、
歌
集
の
非
略
体

の
雑
歌
は
作
歌
に
比
し
て
助
詞
の
表
記
が
助
動
詞
や
活
用
語
尾
の
表
記
の
率
よ

り
す
ぐ
な
い
。
し
か
し
そ
の
用
字
の
種
類
は
作
歌
よ
り
か
え
っ
て
多
い
。
こ
の

こ
と
は
前
述
の
「
に
」
の
表
記
字
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
を
」
な

ど
で
も
、
作
歌
で
は
殆
ん
ど
「
乎
」
（
例
外
と
し
て
一
例
「
実
」
が
存
す
る
）

に
統
一
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
に
、
歌
集
は
「
乎
」
を
は
じ
め
と
し
て
、

少
数
例
な
が
ら
「
実
」
「
遠
」
「
緒
」
「
少
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
、
「
か
」
の
用

大
久
保
氏
は
そ
の
論
著
（
註
５
）
で
、
人
麿
歌
集
と
人
麿
作
歌
の
問
題
を
適
切

に
整
理
さ
れ
、
今
後
の
研
究
の
方
向
を
示
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
、

人
麿
歌
集
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て
、
今
な
ほ
大
部
分
を
人
麿
の
作
品
と
す
る

説
、
人
麿
が
民
謡
及
び
自
他
の
作
を
採
集
し
た
歌
集
で
あ
る
と
す
る
説
、
ま

た
後
人
の
編
纂
と
す
る
説
な
ど
が
対
立
し
た
ま
ま
解
決
を
見
ず
、
最
近
も
柳

田
国
男
氏
あ
た
り
か
ら

さ
う
い
う
こ
と
が
ま
だ
わ
か
ら
ず
に
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
い
ま
の
世
に

と
っ
て
は
恥
ぢ
が
ま
し
い
こ
と
で
す
ね
。

と
云
ふ
や
う
な
手
き
び
し
い
言
葉
を
頂
戴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
残

念
な
が
ら
我
々
の
国
文
学
の
現
状
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
殆
ん
ど
調
べ
ら
れ
る

限
り
は
調
べ
あ
げ
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
た
人
麿
歌
集
そ
の
も
の
の
実
証
的
研

究
に
も
、
ま
だ
ま
だ
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
面
が
多
々
残
さ
れ
て
ゐ

るであろう。

と
い
わ
れ
て
お
ら
れ
る
。
け
だ
し
、
従
来
の
研
究
で
、
殆
ん
ど
調
べ
あ
げ
ら

れ
た
よ
う
に
み
え
る
人
麿
歌
集
も
、
そ
れ
ら
の
調
査
に
も
か
か
わ
ら
ず
ま
だ
殆

ん
ど
定
説
ら
し
い
も
の
が
導
き
出
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
。
ま

、

、

た
従
来
の
研
究
調
査
の
一
部
に
は
、
と
か
く
「
人
麿
歌
集
」
の
そ
の
名
に
こ
だ

字
な
ど
に
し
て
も
、
作
歌
で
は
「
可
」
「
香
」
「
加
」
「
鹿
」
「
嗽
」
の
五
通

り
の
用
字
し
か
用
い
ら
れ
な
い
の
に
歌
集
で
は
「
可
」
「
香
」
「
鹿
」
「
嗽
」

は
も
と
よ
り
、
そ
れ
ら
と
共
に
「
筒
」
「
架
」
「
耶
」
「
哉
」
な
ど
の
文
字
も

使
用
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
や
は
り
筆
録
者
の
個
人
的
な
用
字

癖
の
一
つ
の
傾
向
の
反
映
し
た
も
の
と
す
る
よ
り
ほ
か
に
直
接
の
原
因
は
考
え

られない。

一ハ
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わ
り
す
ぎ
て
、
特
に
用
字
法
の
研
究
な
ど
に
お
い
て
は
、
あ
ま
り
に
も
人
暦
作

歌
と
の
結
び
つ
き
の
み
が
詮
索
さ
れ
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
り
は
し
な
か
っ
た
だ

ろ
う
か
。
そ
の
結
果
、
二
三
例
か
ら
数
例
の
両
者
共
通
の
特
殊
な
用
字
が
あ
る

と
、
そ
れ
か
ら
た
だ
ち
に
両
者
の
関
係
が
推
測
さ
れ
云
々
さ
れ
す
ぎ
る
傾
向
が

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
用
字
に
限
ら
ず
表
現
法
な
ど
に
お
い
て
も
、

共
通
す
る
も
の
を
両
者
か
ら
選
ん
で
論
じ
た
り
、
格
調
や
枕
詞
や
修
辞
の
特

色
、
用
語
の
類
似
な
ど
と
い
っ
て
両
者
に
共
通
す
る
も
の
の
み
を
見
出
す
に
急

で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
多
数
の
用
語
を
有
す
る
長
大
な
長
歌
を
含

む
百
首
に
近
い
人
暦
作
歌
と
、
無
慮
三
百
七
十
余
首
を
数
え
る
人
暦
歌
集
と
の

両
者
の
間
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
共
通
し
た
表
現
が
見
出
さ
れ
る
は
ず
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
は
、
人
麿
作
歌
と
歌
集
歌
に
限
ら
ず
、
極
端
に
い
え
ば
、

万
葉
集
中
の
任
意
の
、
そ
れ
ぞ
そ
二
三
百
首
の
歌
を
と
っ
て
比
較
し
て
み
て

も
、
お
そ
ら
く
、
い
ま
ま
で
あ
げ
ら
れ
て
来
た
程
度
の
人
麿
歌
集
と
人
麿
作
歌

と
に
お
け
る
共
通
性
位
は
示
す
こ
と
が
出
来
る
と
い
え
ば
い
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う

が
、
・
そ
れ
に
類
し
た
こ
と
が
案
外
な
さ
れ
て
来
た
き
ら
い
は
な
か
つ
た
て
あ
ろ

う
か
。
ま
た
作
歌
と
歌
集
の
地
名
調
査
な
ど
に
お
い
て
も
、
特
に
歌
集
の
地
名

の
あ
ら
わ
れ
る
歌
が
、
巻
九
、
巻
十
一
に
著
し
く
偏
在
し
て
い
る
実
状
を
考
慮

に
い
れ
ず
に
、
た
だ
ち
に
作
歌
と
結
び
つ
け
て
、
歌
集
の
成
立
年
代
を
推
定
す

る
材
料
と
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
も
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
離
れ
て
、
そ
の
「
歌
体
や
歌
の
内
容
上
両
者
の
矛
盾
」

を
指
摘
さ
れ
た
も
の
と
し
て
森
本
治
吉
博
士
の
説
（
註
６
）
が
あ
る
が
、
両
者
の

矛
盾
が
更
に
一
層
客
観
的
に
、
調
査
さ
れ
、
前
者
の
共
通
性
を
主
張
す
る
説
を

い
ま
す
こ
し
徹
底
的
に
く
つ
が
え
し
得
な
い
限
り
は
、
い
ま
だ
人
暦
歌
集
を
め

ぐ
っ
て
の
問
題
は
、
や
は
り
い
ま
の
と
こ
ろ
柳
田
氏
の
苦
言
を
甘
受
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
助
詞
、
特
に
「
丹
」
の
表
記
文
字
を
め
ぐ
っ
て
、
す
く
な
く
と
も

人
麿
歌
集
の
非
略
体
の
書
式
の
部
分
の
筆
録
者
は
、
人
麿
作
歌
の
筆
録
者
と
は

相
異
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
と
ど
め
、
歌
集
の
筆
録
者
を
だ
れ
に
想
定

す
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
か
ず
か
ず
の
人
暦
歌
集
の
問
題
は
後
日
を
期
す

る
こ
と
に
し
た
い
が
、
い
ま
ま
で
顧
み
れ
な
か
っ
た
助
詞
の
表
記
法
の
さ
さ
や

か
な
調
査
を
も
と
に
し
て
さ
え
大
久
保
氏
の
言
を
か
り
れ
ば
「
ま
だ
ま
だ
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
面
が
多
々
残
さ
れ
て
ゐ
る
」
（
註
７
）
こ
と
を
知
ら

さ
れ
つ
つ
、
そ
れ
を
後
日
に
期
し
て
、
大
方
の
叱
正
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

（
昭
和
三
五
・
一
○
・
一
○
）

註
１
阿
蘇
瑞
枝
氏
「
人
麿
集
の
書
式
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
万
葉
」
第
二
号
）

註
２
前
掲
論
文
参
照

註
３
石
井
庄
司
氏
「
人
麻
呂
集
考
」
（
「
古
典
考
究
・
万
葉
集
篇
」
所
収
）

註
４
大
久
保
正
氏
「
人
麻
呂
歌
集
と
人
麻
呂
作
歌
」
（
「
万
葉
の
伝
統
一
所

収）

註
５
前
掲
書
参
照

註
６
森
本
治
吉
博
士
「
万
葉
集
一
、
成
立
」
（
久
松
潜
一
博
士
編
「
日

本
文
学
史
上
代
」
参
照
）

註
７
大
久
保
正
氏
前
掲
書
参
照


